
気候・エネルギー
• 世界全体の脱炭素化に向けた、市場メカニズムの活用、

グリーンなマーケット・ファイナンス、評価・基準のあ
り方、ライフスタイルの変革、国際連携等

• 気候変動の影響の顕在化を踏まえた、アジア太平洋地域
を始めとした世界の強靭性強化

• あらゆるエネルギー源の活用を含む、エネルギー安全保
障の確保と脱炭素との両立

→排出削減と経済成長を同時達成するGXをグローバルに推進
→エネルギー価格高騰に対処し、安価なエネルギーの安定的
供給を実現

パリ協定の精神を踏まえ、産業革命以来の化石燃料中心の経済・社会、産業構造をクリーンエネルギー中心
に移行させ、さらに、炭素中立、循環経済、自然再興を統合的に実現するため、経済社会システム全体の変
革であるグリーントランスフォーメーション（GX）のグローバルな推進等について議論。
全てのセクター、全てのステークホルダーの具体的なアクションを推進すべく、国・都市・地域・産業・ビ
ジネス・ライフスタイル等の多様な切り口から議論。
また、昨今の国際情勢によるエネルギー価格高騰などの足下のエネルギー危機への対応について議論。

環境
• 徹底的に資源を循環させていく循環経済の

構築
• プラスチック汚染対策に関する条約交渉を

リード
• 生物多様性に関する新たな世界目標の実現
• 「ネイチャーポジティブ経済」の推進

Ｇ７札幌気候・エネルギー・環境大臣会合
2023年４月15日（土）～16日（日） 場所：札幌プリンスホテル

経済産業省
環境省

気候・エネルギー・環境課題の同時解決
エネルギー安全保障を確保しつつ、脱炭素と経済成長の同時達成、資源効率性の向上、生物多様性の保全の
実現を統合的に追求

支笏洞爺国立公園水素海上輸送

注）ネイチャーポジティブ（自然再興）：
生物多様性の損失を止め、回復軌道に乗せること
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